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「おむすび食べたい」餓死事件から１０周年 

記念集会 in 北九州 
～あれから１０年、日本の生活保護はよくなったか～ 

 

９月３０日(土) 総会：１３時 ～１３時半 

          集会：１３時半～１６時半 

会場：ムーブ５階(小倉北区大手町) 

＜記念対談＞ 
雨宮処凜：反貧困ネットワーク副代表・週刊金曜日編集委員 

尾藤廣喜：弁護士・生活保護問題対策全国会議代表委員 

＜報告＞ 
 北九州餓死事件から１０年 高木健康 

  生活保護支援九州沖縄ネットワークのあゆみ 高木佳世子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1号  2017 年 8 月 10 日 小倉生活と健康を守る会 (全生連 小倉生健会) 北九州市小倉北区愛宕 2-3-6-1 毛利方 発行責任者：八記博春 電話：090-1361-0876  fax:093-571-7567 ﾒｰﾙ：yatuki@syd.odn.ne.jp 

小倉生健会の会報 

「生活と健康を守る」発刊 

≪第１０回小倉生健会総会開催≫ 
全生連小倉生健会が再建されて、まる１０年になりました。１０

年前と言えば、「おむすび食べたい」の餓死事件が頻発した時で

す。 

 総会では、生活保護の水際作戦が未だに改善されていない現状

を変えていこう。生活保護だけでなく、医療･介護・平和や雇用

などについても、運動の幅を広げ、生活困窮者、低所得者の生活

と健康を守る。そのためにも、会員を現状の３倍近い１００世帯

に広げることを決意しました。 

 

           総会には日本共産党の柳井誠市議会議

員が参加し、激励のご挨拶をいただきまし

た。 
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 皆さんこんにちは。「小倉生健会」で

す。 

生健会運動は 60 年を超える歴史をも

つ運動ですが、小倉生健会は９年前に再

建されました。まだまだ会員数も少ない

のですが、「一人はみんなのために、み

んなは一人のために」を合い言葉に、今

は生活保護をはじめとする生活困窮者

問題や、貧困と格差を是正するための運

動、そして生存権を守るための裁判闘争

も行っています。 

 

そうした思いで、このたび小倉生健会

の会報「生活と健康を守る」を発行しま

した。是非お読みいただき、皆さまのお

力をお貸しいただきますようお願いい

たします。 

私の要求 
吉田団地の班会議 

 
 小倉南区吉田で班会議が開かれ「私

の要求」が出されました。 

 広大な市住吉田団地には、小さな公

園が多くあり、親子づれや、子どもた

ちが利用しています。しかし、公園に

トイレが一箇所もありません。広大な

団地全体に公衆トイレがないため、男

の子は立ち○○をしています。公園近

くの会員さん宅に頻繁に子どもがト

イレを借りに来ているので、団地内に

公衆トイレを作って下さい。 

他にも、ごみステーションのカラス

よけや吉田から沼に行くための道路

を整備してほしいなどの「私の要求」

が出されました。 

これからは、全国の生健会が行ってい

る医療、介護、年金、税金、雇用、住宅、

子育て教育、平和の運動なども強化し、

会員を増やし地域の中でしっかりとし

た役割を果たすことができるよう頑張

る決意です。 

そうした思いで、このたび小倉生健会

の会報「生活と健康を守る」を発行しま

した。是非お読みいただき、皆さまのお

力をお貸しいただきますようお願いい

たします。 


